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付加体内部に発達する断層帯の透水性構造は，多量の水が存在する沈み込み帯での地震発生過程に大きな影響を及ぼ
す．そこで本研究は，沈み込み帯地震の根源である低角断層帯の透水構造モデルを構築することを最終目的として，高知
県南東部に位置する白亜紀四万十帯中に発達する断層帯の内部構造と透水性構造を調べた．調査地域では数多くの断層
が認められたが，その中でも変位の大きな断層が付加体内部での断層運動を理解する上で重要であると考えた．そこで，
ビトリナイト反射率から調査地域の温度構造を決定し，断層を境に大きな温度ギャップ，つまり大きな垂直変位を被った
と考えられる２つの断層帯に着目した．１つは，玄武岩と礫質泥岩との境界に認められるシーケンス境界断層であり，も
う１つはメランジュ帯内部で認められた断層で， 30℃以上の温度ギャップがこれらの断層を挟んで確認された．地熱温
度勾配を 30℃/km，断層の傾斜を 15°とすると，断層の変位は 2km以上になる．しかしどちらの断層においても，断層
すべりは幅 0～10cm程度の粘土質断層ガウジ内部に集中しており，変位の割に断層すべり帯の幅が非常に薄いことがわ
かった．この 2つの断層帯の浸透率を広島大学に設置されている油圧式容器内試験機で測定した．間隙流体には窒素ガ
スをもちいて，有効圧 5～100 MPaの条件で測定をおこなった．その結果，有効圧 50MPa以上において，断層上盤の浸
透率は 10ˆ-20～10ˆ-18 mˆ2と非常に低く，一方断層ガウジおよび下盤の浸透率はそれより２桁以上高い浸透率がえられ
た．前弧域で活動していた時期の断層の傾斜は低角であったことを加味すると，このような浸透率構造によって断層帯
内部に高間隙水圧が保持され，断層にかかる有効応力を低下させた可能性がある．断層変位に対して断層帯の幅が薄い
のは，有効応力が小さいため大きな破壊をともなわずに地震断層すべりが付加体浅部に伝播したためであろう．
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